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はじめに
2007年度より､ ｢古代東アジア世界史と留学生｣の研究プロジェクトが開始される｡これは､
平成19年度文部科学省オープン･リサーチ･センター整備事業として採択された専修大学社会知
性開発研究センターの研究プロジェクトであり､東アジア世界史研究センターが直接その推進に
あたる｡研究プロジェクトのねらいは､以下の如くである｡
本研究プロジェクトは､古代乗アジア世界を流動した人々との対比を視野に入れた上で､東ア
ジアの国々が､様々な文化･文物の流入を期待し､それを直接に担った｢留学生｣に焦点を絞り､
テーマを設定している｡
先進文明国に位置する中国への留学生は､文化･文物を｢移植｣ ･ ｢媒介｣した存在であるが､
その果たした歴史的な意義は､充分に明らかにされていない｡
本プロジェクトは､本学大学院が発見に大きな役割を果たした｢遣唐使井真成墓誌｣で培われ
た中国西北大学大学院との共同研究(その成果は『遣唐使の見た中国と日本』朝日新聞社､ 2005
年､として刊行)を基礎として､ 1.秦･漢代から帽･唐代の中国への乗アジアからの留学生の
全貌を明らかにした上で､ 2.古代の東アジアの国々-の影響を解明するものである｡これは､
文物の｢媒介者｣の歴史的意義を問う試みであり､グローバル化した現代において見失われがち
な｢媒介者｣の正当な位置づけとその果たしている重要性を確認させる点において､現代的な意
義を有する研究といえよう｡
周知のように､日本と中国との通交は､ 『三国志』 (親書東夷伝倭人条)の邪馬台国の女王卑弥
呼が遣使した例や『末書』 (倭国伝)の倭の五王時代の使者派遣の例などが知られている｡
その後も､遣惰便･遣唐使が派遣され､中国との通交は､日本の古代史を考える上で不可欠の
テーマとなっており､このテーマは日中関係史としても古くから関心も寄せられ､研究蓄積も多
い｡とりわけ､戦後の研究は､東アジア世界の中で考える視点が定着してきており､遣隔便･遣
唐使研究もこうした研究傾向と無縁でなくなってきているtl)｡
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また､遠隔傍は､戦前においても､ ｢聖徳太子｣の外交として､小野妹子の名とともに知られ
ており､遣唐使についても先進の中国文化を運んだ使節として周知されているように､国民的関
心も深い｡
それは､ 2004年10月に中国で報道され､日本でもいち早く報道された｢井真成墓誌｣発見-の
深い関心をみても分かることである`2'｡
開元22年(734)の正月に36歳で長安の地に客死した井真成の｢墓誌｣や先天2年(713)の
｢徐州刺史杜嗣先墓誌J (3)などの新資料も僅かずつではあれ増加しており､研究成果は確実に積
み上げられているが､なお未解明の点を多く残していることも明瞭である｡
本稿は､先学の成果に学びながら､ ｢古代乗アジア世界史と留学生｣の研究を進めていく上で
必要と考えられる課題のいくつかを提示するものである｡
1　遣隔傍と遣唐使
ここでは､ 600年の遠隔便派遣から894年の遣唐使の派遣中止にいたる経緯を略述しておきた
い｡
478年､倭王武(-ワカタケルー大王雄略)が末の順帝に使者を派遣したことは､ 『末書』順帝
紀や倭国伝によって確かめられるが､その後､ 『南斉書』倭国伝が記す479年の遣使や『梁書』武
帝紀が記す502年の遣使は､なかったものと考えられている｡
したがって､ 『隔書』倭国伝が次のように記載する開皇20年(600)の中国-の使者派遣は､約
120年ぶりの遣使であったことになる｡
開皇二十年､倭王姓阿毎､字多利思比孤､鋸阿輩難弥､遣使詣閑､上令所司訪､其風俗､便
者言倭王以天為兄､以日為弟､天未明時出穂政､伽扶坐日､出便停理務､云委我弟､高祖日､
此太無義理､於是訓令改之､王妻鋸難弥､後宮有女六七百人､名太子為利歌弥多弗利､無城
郭､ <後略>｡
周知のように､この『隔書』が記す開皇20年の使者派遣の記載は､ 『日本書紀』にそれに該当
する記載がない｡そのため､かつては史実として信用できるかが問われていたが､今日では､史
実として認め､論点は､何故､ 『日本書紀』がそのことを記載しなかったかに移行している｡
『隔書』と『日本書紀』が一致して記す最初の遠隔便は､推古15午(607)の小野妹子らの情
への派遣である｡推古15年秋7月戊申朔庚成条が､ ｢大礼小野臣妹子遣於大唐｡以鞍作福利為通草｣
と記すものに対応する『隔書』の記載は､次のようになっている｡
大業三年､其王多利思比孤遣使朝貢､使者日､聞海西菩薩天子垂興悌法政遣朝拝､兼沙門数
十人来学悌法､其国書日､日出庭天子致書日没虞天子無意云云､帝寛之不悦､謂鴻膿卿日､
蛮夷書有無砥者､勿復以聞､明年､上道文林郎襲活使於倭国､ <後略>､
この派遣は､ 『隔書』が｢沙門数十人来学悌法｣と記すように,後の学問僧にあたる沙門を多
数伴ったものであることにも目を向けておく必要がある｡
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妹子らは､推古16年(608)に､腸帝の使者の装世清を伴い帰国した｡一行は､ 4月に筑紫に到
着し､ 6月には難波に新造なった迎賓の舘に移っている｡襲世活らは､ 8月に大和入りして､小墾
田官の朝庭で迎接の儀礼を受けている｡小野妹子が腸帝から託された｢書｣を紛失したとする
『日本書紀』が載せるエピソードは､この時のことである｡
襲活使らは､ 9月に倭国を離れたが､この時､倭王権は小野妹子を大便とし､難波吉志雄成を
副使とする道幅使を､再度､派遣している｡
『日本書紀』は､この派遣に妹子らに随行する｢学僧｣として新漢人受･南淵漢人請安･志賀
漢人慧隠･新漢人広済らの名をあげるだけでなく､ ｢学生｣として倭漢直福因･奈羅訳語恵明･
高向漢人玄理･新漢人大間らの名を記している｡
これが､史料から確かめられる､倭王権の意向によって派遣された最初の｢留学生｣といえる
ものである｡
推古16年(608)の道幅使は､翌年､ 9月に帰国するが､ ｢通事｣として派遣された鞍作福利は､
理由は不明であるが､帰国することがなかった｡
四度目の遠隔便の派遣は､推古18年(610-隔大業6)である｡この派遣は､ 『障害』腸帝紀に､
｢己丑､倭国遣使責万物｣と記されているだけで､ 『日本書紀』はこれに対応する記事を載せてい
ない｡
最後の道幅便は､推古22年(614) 6月､犬上御田鍬(描) ･矢田部造らを派遣したもので､翌
年の推古23年(615) 9月に帰国している｡
しかし､再開した中国との外交も､推古26年(618)に帽が滅んだことから休止となり､その
再開は､帽に代わって新たに王朝を樹立した唐-使者を派遣した鮮明2年(630) 8月であった｡
この第一次の遣唐使として選ばれたのは､遠隔傍として派遣された経験をもつ犬上三田柏であ
り､推古31年(623)に帰国していた薬師(医)恵日も同行した｡
後者の悪日は､恐らく推古16年(608)の遣隔便派遣の時に随行した一人と考えられ､ 623年に
帰国したのであろう｡そうであるならば､恵目は15年に渡って彼の地にいたことになり､階の滅
亡の経緯や唐の建国にいたる次第をその眼で確かめることのできた人物である｡
以後､遣唐使の派遣は､寛平6年(894)に菅原道真の｢上奏｣によって､遣唐使派遣の｢中止｣
がなされるまで､ 20次にわたって計画され､それらの中には派遣にまでいたらぬものもあったが､
その決定は､倭王権一古代日本の重要な外交案件であり､内政問題でもあった｡
いうまでもなく､遣唐使の派遣が懸案とされた時期は､ 260年を超える長い期間にわたる歴史
があり､一律にみることはできず､ 20次にわたる遣唐使派遣計画について､東野治之氏は三期に
区分できることを指摘している｡
本稿では､それらの子細を記すことはしないが､遣唐使派遣の次数については諸説あるので､
ここでは20次説によって､まとめて記せば以下のようになる｡
次数　　　　　　出発　　　　　　　　帰国
第1次　　鮮明2年(630年) -静明4年(632年)
犬上御田鍬(大使) ･薬師恵冒
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第2次
第3次
第4次
第5次
第6次
第7次
第8次
第9次
第10次
第11次
第12次
第13次
第14次
第15次
第16次
日経4年(653年)一　日雑5年(654年)
吉士良丹･吉士駒･高田根麻呂･掃守小麻呂･道昭
白雄5年(654年)一　斉明元年(655年)
高向玄理(唐で死去) ･河辺麻呂･薬師恵冒
斉明5年(659年)一　斉明7年(661年)
坂合部石布･津守吉祥･伊吉博徳
夫智4年(665年)一天智6年(667年)
守大石･坂合部石積･吉土岐禰･吉士針間
天智6年(667年) -　大智6年(668)
伊吉博徳
夫智8年(669年) -不明
河内鯨(大使)
大宝克-2?午(702年) -慶雲元年(704年)
栗田真人(遣唐執節便) ･高橋笠間(大便) ･坂合部大分(副使)
山上憶良(少録)
養老元年(717年) -養老2年(718年)
多治比県守(押使) ･中臣名代(大使) ･阿倍仲麻呂･吉備真備･玄防
天平5年(733年) -　天平7年(734年一第1船)
天平9年(736年一第2船)
天平11年(739年一第3船)
多治比広成(大使) ･中臣名代(副使) ･藤原馬養(副使)
平群広成･大伴古麻呂
天平18年(746年)一　派遣中止
石上乙麻呂(大便)
天平勝宝4年(752年)一天平勝宝5年(753年-第3船) ･
天平勝宝6年(754年一第2 ･ 4船)
藤原活河(大便) ･吉備真備(副使) .大伴古麻呂(副使)
*帰路､鑑真同乗｡第1船の藤原清河と阿倍仲麻呂は難破し唐に戻り､残留｡
天平宝字3年(759年)一　天平宝字5年(761年)
*高元度(藤原浦河の迎入唐使)
天平宝字5年(761年)一　派遣中止
仲石伴(大便) ･石上宅嗣(副使) ･藤原田麻呂(副使)
天平宝字6年(762年) -　派遣中止
中臣鷹主(送唐客使) ･高麗広山(副使)
宝亀8年(777年) -宝亀9年(778年)
佐伯今毛人(大便一病と称して行かず) ･藤原鷹取(副使)
小野石根(副使) ･大神末足(副使)
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第17次　　宝亀10年(779年) -天応元年(781年)
布施活直(送唐客便)
第18次　　延歴23年(804年) -大同元年(806年) 10月
藤原葛野麿(大使) ･石川道益(副使) ･最澄･空海･橘逸勢
第19次　　承和5年(838年) -承和6年(839年)
藤原常嗣(大便) ･小野笠(副使一乗船拒否し､流罪) ･円仁
第20次　　寛平6年(894年) -　派遣中止
菅原道真(大便) ･紀長谷雄(副使)
2　｢学生｣ ･ ｢留学生｣と｢学問僧｣
｢はじめに｣に記したように､遣隔便･遣唐使に関わる研究は､その視点が広がったことから､
継承すべき研究業績は多い｡
こうした中で､ ｢古代東アジア世界史と留学生｣の研究プロジェクトを進めていく上で留意し
ておくべき点を､以下､記しておきたい｡
これまで､遠隔使･遣唐使について､これらを総体として扱った研究は決して多くない｡
他方､道幅使･遣唐使の人に的を絞った個別研究は､学問僧の研究と比し､留学生の研究は史
資料の少なさもあり､僅かの例を除き研究は少ない｡
ここで言う｢留学生｣は､ ｢学問憎｣と区別された者をさす｡それは､以下に示すように､ ｢諸
蕃に入る使｣ら-の支給品とその数を載せる『延書式』大蔵省式蕃便条から導き出せる区別であ
る｡
[唐]大使･副使･判官･録事･知乗船事･訳語･請益生･主神･医師･陰陽師･絵師･史
生･射手･船師･音声長新羅奄美訳語･卜部･留学生･学問僧･使徒･雑使･音声生･玉
生･鍛生･鋳生･細工生･船匠･柏師･傭人挟秒･水手長･水手など
[潮海]入激海使､判官､録事､訳語､主神､医師､陰陽師､史生､船師､射手､卜部､雑
使､船工､柁師､傭人､挟秒､水手｡
[新羅]入新羅使｡判官､録事､大通事､史生､知乗船事､船師､医師､少通事､雑便､傭
人､鍛工､卜部､柁師､水手長､挟秒､水手｡
最初の史料は､遣唐使派遣に伴う従事者の全容であり､後のそれは､潮海･新羅への使者派遣
に伴う従事者の全容である｡
入唐傍の場合､ ｢留学生｣は｢学問僧｣と区分されて明記され､短期の修学の徒である｢請益
生｣も区分されて記されている｡ところが､入潮海倍や入新羅便の一行には､これらに該当する
ものが記されておらず､史料に明記されている限り､ ｢留学生｣ ･ ｢学問僧｣や｢講益生｣は､
潮海や新羅に派遣されることはなかったことになる｡加えて､潮海や新羅には､ ｢音声生･玉
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生･鍛生･鋳生･細工生｣らの技術の習学者の派遣もなかったことになり､最も狭義の｢外交｣
としての使者派遣となる｡
したがって､最も狭義の｢留学生｣は､ ｢学問僧｣や｢請益生｣と区分され､ ｢音声生･玉生･
鍛生･鋳生･細工生｣といった技術習学の徒とも区別される者となる｡
この『延書式』大蔵省式蕃使条は､ ｢留学生｣ ･ ｢学問僧｣と記載するが､これらの語の使用
は､ 8世紀に遡って次の史料から確かめることができる｡
天平7年(735)
四月辛亥｡入唐留学生徒八位下下道朝臣真備献唐礼一百珊巻｡太桁暦経一巻太街暦立成十二巻｡
測影鉄尺一一一枚｡銅律管一増汚｡鉄如方響写律管声十二条｡楽書要録十巻｡絃纏漆角弓-張｡馬上飲
水漆角弓-張｡露面漆四節角弓-張｡射甲箭甘隻｡平射箭十隻｡
慶雲4年(707)
五月乙丑｡従五位下美努連浄麻呂､及学問僧義法･義基･惣集･慈定･浄達等､至自新羅｡
さらに､ ｢学問僧｣の語は､ 『日本書紀』の記載の中にもあり､その一例として推古16年9月辛
巳条の記載をあげておこう｡
推古十六年九月辛巳条
辛巳､唐客襲世活罷帰｡則復以小野妹子臣為大使｡吉士雄成為小便｡福利為通草｡副手唐客両
道之｡愛天皇曙唐帝｡其辞日､東天皇敬白西皇帝｡便人鴻膿寺掌客装世活等至､久憶方解｡季秋
薄冷｡尊何如｡想活念｡此即如常｡今遣大礼蘇因高･大礼乎那利等往｡謹白不具｡是時､遣於唐
国学生倭漢直福因･奈羅訳語忠明･高向漢人玄理･新漢人大関､学問憎新漢人受･南潤漢人請
安･志賀漢人慧隠･新漢人広活等､井八人也｡
僧受(日文とも記す)以下の四人が｢学問僧｣である｡この史料の注目すべきは､ ｢学問僧｣
と並んで倭漠直福因らの四人が｢学生｣と記されていることである｡
『日本書紀』には｢留学生｣の語はみえず､ 8世紀になると､上記したように｢留学生｣と記
すこともあるが､ 『続日本紀』天平11年(739) 11月辛卯条が阿倍仲麻呂を｢本朝学生阿倍仲満｣
と記しており､ ｢留学生｣ ･ ｢学生｣の両様が用いられていることが分かる｡
このことから､ 『日本書紀』が｢学生｣とのみ記していることを重視すると､ 7世紀においては
｢学生｣の語が､後の｢留学生｣を意味するものとして使用されていたと考えられる｡
さらに､後者の入唐の｢学問僧｣は､ ｢留学僧｣とも記される場合もあり､それは､鑑真の招
牌に尽くした僧｢栄叡｣が､ ｢留学僧｣と記されていることからも分かる(『続日本紀』天平宝字
7年(763) 5月戊中条)り)｡
以上､狭義の｢留学生｣は､ 7世紀では｢学生｣と呼ばれ､ 8世紀以降になると｢学生｣だけで
なく､ ｢留学生｣とも称されるようになっていた｡それは､ ｢学生｣とのみ記す場合､ ｢学生｣の
語の前に｢入(磨)｣の語が補われていることの多いのを踏まえれば､律令学制下の｢学生｣と
区別するために､海外で学ぶ｢学生｣を称する必要から生じたものと考えて大過ないであろう｡
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こうした倭国･日本の｢留学生｣の具体相は､未だ充分な研究がされていない｡本プロジェク
トが､ ｢留学生｣を群として把握することを試みるのは､一つに､個々の｢留学生｣の残存史資
料が少ないために不十分のままにおかれている｢留学生｣の果たした歴史的意義を時代的な差異
にも留意して､確かめるための方法でもある｡
勿論､こうしたアプローチは､個々の｢留学生｣に関わる史資料を少ないとはいえ､それらを
収拾･検討することが必須の条件である｡
3　東アジア世界史と留学生
上記したことを前提にした上で､ ｢留学生｣の果たした歴史的意義は､東アジア世界史の中で
比較して理解する必要がある｡
それは､東アジアの諸国の留学生との比較をすることで､倭国･日本一束アジアの諸国の一面
の特質が分かってくるのではないかという予見にもとづいている｡
それは､また､律令制の導入という共通の｢外被｣をまといつつも､それぞれの因の固有の歴
史を背負って｢国の在り様｣を整えていく時に､それらの内実を作り上げる役割を果たした留学
生や学問僧こそ､彼我の文化を｢媒介｣させた｢媒介者｣として積極的に評価することができる
のではないかという問題意識によっている｡
留学生･学問僧らが背負った使命は､その国､その時の事情･状況が反映していることが充分
に予測できる｡それ故にこそ､倭国･日本の歴史の時代差を留意し､乗アジアーアジア世界史の
中での比較にも配慮した研究が必要とされるのである｡この点に関わって､比較の中から見えて
くるものを本稿では､以下の点に限定して､指摘しておきたい｡
推古朝の外交は､ ｢開明的｣な｢聖徳太子｣の積極外交として､かつては喧伝されたが､近年
では､大王推古の下で､有力皇子の厩戸皇子と7世紀前半の最有力の氏族の長であった蘇我馬子
らに主導された外交と理解すべきであることが明瞭になってきている｡
この外交は､これまでの中国一末との外交途絶の方針を変えたものであり､ 『隔書』によれば
開皇20年(600)､ 『日本書紀』によれば小野妹子を派遣した推古15年(607)にいたって中国一帽
との通交を開始したわけであるから､この点だけをとらえれば､その外交の｢積極性｣ ･ ｢開明
性｣を指摘できるかもしれない｡
しかし､情の建国が581年であることを踏まえ､隔-の使者派遣を東アジアの他の国々と比較
してみると､次のような点が明瞭になる｡
すなわち､隔建国は581年であるが､建国に伴う使者派遣は､百済と高句麗が同年10月及び12
月に早々と使者を送っているが､新羅は建国後13年を経過した開皇14年(594)の派遣であり､
倭国はさらにその6年後の開皇20年(600)の使者派遣であった｡この倭国の使者派遣は､先に述
べたように､ 『隔書』の記載をとった場合であり､ 『日本書紀』にはこの年の派遣をうかがわせる
記事はない｡推古15年(607)の小野妹子の派遣が帽-の使者派遣の最初とすると､隔建国後､
26年後の派遣ということになる｡
その間､倭国は百済･高句麗や新羅との通交を頻繁に行っているが､倭国の遠隔便派遣は､隔
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建国後､ 19年後ないし26年後であったのである｡ ｢東アジアの国際情勢を慎重に見極めていた｣
とも評価できるが､何とも間の抜けた外交と評価できなくもない｡
この点を解き明かすには､東アジアの世界情勢と倭国の国内情勢を総合した研究の積み上げが
必要であるが､こうした点を捨象した倭国-推古朝の外交を評価するのは誤りであろう｡
倭国の道幅使外交は､東アジアの他の諸国に大きく遅れて開始されたが､同様のことは遣唐使
派遣にもいえる｡
すなわち､唐の高祖李淵は､情の三代皇帝の恭帝から禅譲を受けて618年に建国したが､百
済･高句麗･新羅はそろって即座に唐への朝貢を行っている｡しかし､倭国の使者派遣は建国か
ら遅れること10余年を経た630年であった｡
それでも､倭王武の宋-の派遣以来､ 130年前後の中国外交の空自を埋める選択が,女帝推古
によって再開されたことは紛れもない事実であり､このことがその後の倭国に与えた影響は大き
かった｡
本稿では立ち入った言及を避けるが､ ｢賓礼｣ (外国使臣への迎接儀礼)の刷新が緊急の課題と
なったことが推測でき､これまでとは相違する新たなプロトコル(protocoト国際化に相応しい
共通の外交儀礼･作法)作りとそれを実現し実施する場が必須であった(5㌦
飛鳥及びその周辺が宮都の所在する地に相応しい様々なインフラを整備するようになるのも､
これまでとは異なったプロトコル作りの試行錯誤の一面とみることが可能であり､それが､歴史
的条件に規定された｢文化｣を背景にした｢外交｣の展開と密接なものであったことを看過すべ
きでないであろう｡
こうした点は､推古16年(608)の大唐使人装世活の来倭の際に､倭王権が最も痛切に感じた
点であったと思える｡
むすびに代えて
｢留学生｣や｢学問僧｣らは､隅や唐の建国の機会を逸しているにも関わらず､倭王権による
派遣決定を受けて渡海している｡
推古31年(623)､唐に滞在し学業を積んでいた学問僧や学生らが､新羅の使者とともに新羅経
由で帰朝する｡
推古肝一年秋七月､新羅遣大使奈末智洗爾､任那遣達率奈末智､並来朝｡偽貢仏像一一具及金
塔井舎利｡且大観頂幡-具･小幡十二条｡即仏像屠於葛野秦寺｡以余舎利金塔観頂幡等､皆
網干四天王寺｡是時､大唐学間者僧恵斎･恵光･及医悪日･福因等､並従智洗爾等来之｡於
是､恵日等共奏聞日､留干唐国学者､皆学以成業｡応喚｡且其大唐国者､法式備忘之珍国也｡
常須達｡
史料に下線を施した部分(｢唐国に留る学者(ものならひひと)､哲学ひて業(みち)を成しつ｡
喚(め)すべし｡且(また)其の大唐国は､法式(のり)備り走れる珍(たから)の国なり｡常
に達(かよ)ふべし｣)に､長い中国との途絶された外交関係を遣隔使の派遣によって再開し､
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学問僧や学生らも派遣してきた成果が見事に表現されている｡
静明2年(630)､時期を逸したとはいえ､倭王権が第一次の遣唐使を派遣することを決定した
のは､隔に代わって中国を統一▲した唐にも使者を派遣する必要性を恵円らが確信をもって奏した
ことが大きく作用しているとみるべきであろう｡
恵冒らの名は､その後に名を残すことがなかったが､それは他の学問僧や学生の多くも同様で
ある｡
このことが､ ｢留学生｣や｢学問憎｣の果たした歴史的役割を過小に評価しているとすれば､
その誤りは正されねばならないであろう｡
緒についたばかりの研究プロジェクトであるが､多くの研究者との共同によって､稔り豊かな
成果を生み出したいと思っている｡
付記
本稿は､研究プロジェクトを開始する初年度の2007年10月27日(土)､ 28日(冒)の両目､ ｢古
代東アジア世界史と留学生｣を共通テーマとして､公開講座｢井真成一日中の研究状況-｣とシ
ンポジウム｢古代東アジアの国際関係と留学生｣を開催するに際して､その初口にあたる27日に
｢乗アジアの留学生と井東成｣と題して報告した内容の一部を史料を補充して改題の上､文章化
したものである｡当日に指摘した残りの論点は､後目に詳述したいと考えているので､ ｢その1｣
を副題を付した次第である｡
註
(1)戟前の著作として､杉本直治郎『阿倍仲麻呂伝研究』 (育芳社､ 1940年)がある｡なお､この書の｢手沢補訂
本｣が『阿倍仲麻Ⅰ冊専研究』 (勉誠出版､ 2006年)として再刊されている｡
戟後の著書として主だったものをあげると､森克己『遣唐使』 (至文堂､ 1955年)は､一般向けに書かれた最
初の通史としての位置を占めており､本宮泰彦『日華文化交流史』 (冨山房､ 1955年)も戦後の研究の出発点
として今日なお顧みるべき記述がある｡
以後の研究については､遣唐使に関わる巨だった著作をあげておくにとどめる.ド.Ll]雄『遣唐使全航海』 (苧二
思社､ 2006年)､ T_勇『唐から見た遣唐使一混血児たちの入唐帝国』 (講談社､ 1998年)｡佐伯有清『悲運の遣
唐iHHL円我の数奇な生涯』 (吉川弘文館､ 1999年)､ 『高丘親王入唐記』 (吉川弘文館､ 2002年)､ 『尉麦の遣梧
便』講談社学術文庫(講談社､ 2007年).東野治之『lL倉院』 (岩波書店､ 1992年)､ 『遣l割安と正倉院』 (岩波
書店､ 1992年)､ 『遣唐使船一束アジアのなかで』 (朔日新聞社､ 1999年)､ 『遣唐使』 (岩波書店､ 2007年)0
古瀬奈津子『遣唐使の見た中岡』 (吉川弘文館､ 2003年)｡増村宏『遣唐使の研究』 (同朋舎､ 1988年-A)0
(2)専修入学･西北入学共同プロジェクト編『遣唐使の見た中国と日本』 (抑-1新聞社､ 2005年)は､ 2005年1月
28日(金) ･29H (士)の両日､専修大学が主催し､朔日新聞社が共催する専修入学･酉北大学共同研究プ
ロジェクトによる日中国際学術シンポジウム｢新発見　遣唐使の墓誌をめぐって-1270年の時を超えて蘇る
遣唐使の夢-｣と車艮セミナー｢遣唐使とその時代-井真成墓誌の物語るもの一｣を十台として編まれた著
書であり､本プロジェクトを立ち上げるに際して､基礎の･つとした研究成果である｡
(3)この画期的な墓誌は､葉幽良『石撃続探』 (大安出版社､ 1999年)に収録されていることが､高橋継男東洋入
学教授によって紹介され､読み卜し文と解説が公表されている｡高橋継男｢最古の｢日本｣ - ｢札嗣先墓誌｣
の紹介｣専修入学･西北大学共同プロジェクト編『遣増便の見た中国と日本』朝日新聞社､ 2005年｡
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(4)ちなみに､ 『日本書紀』には､ ｢学問僧｣と並んで｢学問尼善信等､自百済還､住桜井寺｣ (崇峻3年春3月条)
とあるように｢学問尼｣の語もある｡また､ 『延喜式』が記す｢講益生｣に関わって付記しておくと､入唐
｢請益｣の場合も､ 7世紀に遡って確認するのは難しいが､ 8世紀以降になると､僧･俗の二つの場合があり､
『類緊国史』 (一七九諸宗､)が､最澄の卒伝に｢延暦末､入唐請益｣と記していることは著名である｡俗人の
場合は､ ｢入唐使献請益秦人麻呂問答六巻｣ (天平7年5月壬成条)や｢大和国造正四位下大和宿祢長岡牢｡刑
部少輔従五位仁五百足之子也｡少好刑名之学｡兼能属文｡霊亀二年｡入唐請益｣ (天平宝字7年5月戊中条)等
の例が見出せるo
(5)ここで使用した｢プロトコル(protocol)｣概念については､別に機会を改め､述べることにする｡
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